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第５学年 算数科学習指導案

日 時 平成１８年 ９月７日(木)５校時

児童数 男１０名 女６名 計１６名

指導者 佐々木 晶子

１ 単元名 ８ 小数のわり算を考えよう 小数のわり算

２ 単元について

（１）教材について

本単元のねらいは 「÷小数」の意味（除法の意味の拡張）と，その計算方法を理解させるこ，

とである｡

前単元では 「×小数」の意味とその筆算のしかたを指導している。本単元とは互いに対をな，

している内容であるので，単元の組み立て方や学習の展開のしかたには共通するところが多い。

したがっておおまかには 「×小数」を指導した要領に準じ，乗法と除法の特異性に配慮して指，

導にあたる。

除法には，意味の上から等分除と包含除があるが，はじめに等分除を取り上げている。それは

「÷小数」の意味が効果的に指導できる上に，筆算を進めるとき等分除の方が考えやすいからで

ある。

等分除の除法の意味を拡張するにあたって，この除法の基本的な意味が「1つ分の量」を求め

る計算であることを理解させる。実際の指導では、数直線図を活用し，目盛り1に対応する値を

求めていることから気づかせる。等分除の基本的な意味が理解されると 「1つ分の量」でわる，

包含除の小数への拡張はしやすくなる。これはわる数を1とみていくつ分とれるかと考える（測

定している）ことだからである。

「÷小数」の計算は，除数と被除数を10倍,100倍，･･･して 「÷整数」に帰着して計算すれ，

ばよいことを理解させることが指導の核心である。このとき，10倍,100倍，･･･することをきま

りとして記憶するのではなく，具体的な事実に即してその意味を理解させることが大切である。

前単元では整数×小数，小数×小数の計算，本単元では整数÷小数，小数÷小数を学習し，乗

除計算については小数まで数の範囲を拡張したことになる。小数の乗除計算の仕方を考えるとき

に活用した考え方や計算の性質は，第６学年での分数の学習においても活用される。また，計算

の意味の拡張についても，前単元や本単元で獲得した内容や学習経験が生かされるため，本単元

では分数での学習も視野に入れて指導に取り組む。

（２）児童について

児童はこれまでに，｢小数×整数｣「小数÷整数 「小数×小数」について，テープ図、数直線」

図、線分図のような図に書き表しながら学習してきている。

レディネステストの結果をみると，除法の性質（被除数と除数に同じ数をかけても，同じ数で

わっても商は変わらない）の正答率は56％ 「小数÷整数」の除法の計算の正答率は64％，被除，

， 。数が小数の場合の除法の文章問題の正答率67％ 小数倍を求める文章問題の正答率は60％だった

「小数÷整数」の除法の計算では，求める商の位を間違えた児童も数名みられた。計算は概ね定

， ， 。着しているが 文章の読み取り不足や 問題解決のもととなるきまりの理解の不足が考えられる

そのため，図などを用い，視覚での理解も加えながら問題を解決することを繰り返して指導して

。 ， 。いく必要があると思われる 児童個別の正答率は 90％～０％と上位と下位の児童の差が大きい

正答率80％以上の児童は５人(37％ ，正答率50％未満の児童が３人（19％）と分布には散らば）

りがみられる。

算数に対する学びの意識は，好き７人，どちらかといえば好き６人，どちらかといえば嫌い３

， 。 ，「 」「 」，人 嫌い０人だった 好きな理由としては 計算が好き 分からない問題が解けると楽しい

嫌いな理由としては 「筆算が面倒 「分からない問題がある」などがあった。文章問題に絞っ， 」

ては，好き５人，どちらかといえば好き４人，どちらかといえば嫌い６人，嫌い１人だった。好

きな理由としては 「図などを書けて楽しい 「いろいろと答えが出る ，嫌いな理由としては，， 」 」

「何算か分からない 「分からないところがある」などがあった。図を書いて問題を解くことに」

， ， ， ， 。対しては 好き11人 どちらかといえば好き３人 どちらかといえば嫌い２人 嫌い０人だった

好きな理由としては 「図を書くといろいろなことが分かる 「分かりやすい 「いろいろな書き， 」 」

方があって楽しい ，嫌いな理由としては 「図を書くのが面倒 「書き方が分からない」などが」 ， 」

あった。
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授業には，積極的に取り組む児童が多く，発言・意欲が旺盛である。自分の考えを文や図を使

って，一生懸命伝えようとする児童が多い。しかし，特に文章問題において，題意を読み取り自

分の考えを表現することが難しい児童も数名おり，理解にあたっては支援が必要である｡

（３）指導について

これまでに学習した，全体の量を何人かで等分したり，何個ずつに分ける場面は，具体的な操

作が伴うためにイメージしやすい。しかし 「200÷2.5」の場合には，2.5等分とはなかなか考，

えられない。そこで，数直線図やことばの式などを活用して，児童に除法が１当たりの量を求め

る式であることを理解させることが大切である。

本時の指導では，題意をとらえるための工夫として，未習の「整数÷小数」という式が成り立

， 。 ， ，つことを ことばの式や数直線図などを用いて理解させる その上で 既習の計算をもとにして

「÷小数」の計算のしかたを考えていく。つまり，除数が小数の除法の商を，既習の整数の除法

に帰着させて求めることになる。2.5ｍを0.1ｍの25こ分と考えたり，被除数と除数に同じ数をか

けても商は変わらないという計算のきまりを使えば 「÷小数」の計算を「÷整数」として処理，

することができる。この考え方は筆算形式へとつながっていくので，単に計算技能の習熟を図る

のではなく，具体的な問題場面でどういう意味があるかを明らかにしながら考えさせる必要があ

る。そのためにノート活用の工夫として数直線を書く活動を取り入れ，問題場面の数量関係を視

覚的に理解・把握させ，問題を解決し説明できる力を育てたい。

３ 単元の目標

○ 除数が小数の場合の除法の意味とその計算のしかたについて理解し，それを用いる能力を高め

る。また，計算法則は数範囲が小数の場合でも成り立つことを理解する。

[関心･意欲･態度] ・ 除数が小数の場合でも，既習の整数の場合の数量関係などをもとにして，

除法の式に表そうとする。

[数学的な考え方] ・ 整数の除法計算と関連づけて，除数が小数の除法計算のしかたを考える。

[表現・処理] ・ 除数が小数の除法計算をすることができる｡

[知識・理解] ・ 除数が小数の除法計算の意味やその計算のしかたを理解する｡

４ 指導内容の関連と発展

４年 ５年 ６年

（ ）⑥小数 ①小数と整数のしくみ ⑥分数のかけ算とわり算 １

（ ）③わり算の筆算（１） ②小数のかけ算とわり算 ⑦分数のかけ算とわり算 ２

⑨わり算の筆算（２） ⑦小数のかけ算

・小数×小数の意味と計算

・小数の乗法の意味の拡張

・小数倍（第一用法，第二

用法）

本単元 小数のわり算
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５ 指導計画（１２時間扱い）

小単元 時 目 標 評 価 規 準

第１次 １ ・小数でわることの意味を理解する。 【知】小数でわることの意味を理解してい
・ る。

小数の ２
わり算 ・整数÷小数（10分の１の位まで）の 【考】既習の整数÷整数，小数÷整数など

（

本 計算のしかたを理解する。 に関連づけて，整数÷小数（10分の【 】８時間

時 １の位まで）の計算のしかたを考え
ている。

）

・10分の１の位までの小数どうしの除 【考】除法の性質を用いて既習の計算に帰
法の筆算のしかたを理解し，その計 着させ10分の１の位どうしの除法の

３ 算ができる。 筆算のしかたを考えている。
・ ・10分の１の位までの小数どうしの除 【表】10分の1の位までの小数どうしの除法
４ 法の計算（商が純小数や，被除数に の筆算（商が純小数や，被除数に０
０を補う場合）ができる。 を補う場合を含む）ができる。

【知】小数÷小数の除法の筆算のしかたを
理解している。

・純小数でわると，商は被除数より大 【考】数直線上で除数の大きさと関連づけ
きくなることを理解する。 て，被除数と商の大小関係を考えて

５ いる。
【知】純小数でわると，商が被除数より大
きくなることを理解している。

・小数の除法におけるあまりの位取り 【考】あまりの小数点の位置を被除数と関
６ について理解する。 連させて考えている。

【表】あまりのある場合の小数の除法計算
ができる。

７ ・小数の除法の答えを概数で表すと 【表】小数の除法の答えを，必要に応じて
きの処理のしかたを理解する。 概数で表すことができる。

８ ・学習内容を確実に身につける。 【表】学習内容を正しく用いて，問題を解
決することができる。

第２次 １ ・比較量,基準量が小数のときも,何 【表】比較量,基準量が小数の場合でも,何
小数の 倍かは除法で求められることを理 倍かを除法で求められることができ
倍とわ 解する。 る。
り算
２ ・倍を表す数が小数のときも，基準量 【表】倍を表す数が小数の場合も，□を用【 】２時間

は比較量÷倍で求められることを理 いるなどして基準量を求めることが
解する。 できる。

第３次 １ ・学習内容の理解を確認する｡ 【知】基本的な学習内容について理解して
まとめ ・ いる。
２【 】２時間
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レディネステスト問題

１ □にあてはまる数を書きましょう。 ３ しょう油が7.2リットルあります。９本の

びんに等分すると，１本ぶんは何リットルにな

（１）３６０÷３０＝３６÷□ ５０％ りますか。

（２）６８０÷４０＝□÷４ ６３％

式

７５％

答え ５０％

２ 計算をしましょう （３ （４）は商を一の。 ），

位まで求めて，あまりもだしましょう。

（１） （２）

４ ９．６ ２７ ９７．２

５６％ ５０％

， 。４ 赤のテープは４ｍ 青のテープは６ｍです

青のテープの長さは赤のテープの長さの何倍

ですか。

式

（３） （４） ７５％

５ ２６．８ １３ ５８．２

答え ４４％

７５％ ７５％

↓次の問題は，まだ学習していません。

ちょうせんしてみましょう。

※

５ わりきれるまで計算しましょう。

（１） （２）

４．２ １０．５ ２．４ ７８

１３％ ０％


